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「被災地域の小学校に通う児童と教師を対象としたボール遊び（アミーボ）体験会」 

 

東北学院大学 鈴木宏哉 

 

宮城県牡鹿郡女川町立女川第二小学校の校庭において平成 24 年 10 月 19 日(金)15 時から「被災地域の

小学校に通う児童と教師を対象としたボール遊び（アミーボ）体験会」を実施しました．実施の告知は

体験会の約 2 週間前に町内の全小学校（3 校）のクラス担任を通じて児童にアナウンスしてもらいました．

今回の企画は児童を対象とした体験会の後に指導者を対象とした勉強会を行うため，学校の教師にも告

知を行いました．体験会の 1 ヶ月程度前に，事前に実施の趣旨について，学校長や体育主任に説明し，

賛同を得た上で実施時期を調整し開催の仕方を検討しました． 

放課後での運動遊びに取り入れることが出来るように，体験会の時間も放課後の時間としました．ま

た，女川の小学校（第二小学校のみ）では体育の時間に外部のボランティアスタッフを活用したチーム

ティーチングを行ったり，放課後にそのボランティアスタッフが児童と一緒に運動あそびを行ったりし

ています．そのためボランティアスタッフのスキル向上のためにボール遊びの勉強会を企画しました．

この体験会で取り上げる「アミーボ」というボール遊びは，体育の学習指導要領にある体つくり領域や

ゲーム・ボール運動領域活用できる内容であったことから，教師とボランティアスタッフに対する勉強

会を企画しました． 

当日は見学者を除き 60 名程度（1～3 年生）と教師数名の参加がありました．校庭には 80 名程度の児

童がいましたが，自由参加の形式をとりましたので校庭の遊具で遊ぶ児童もいました．体験会の講師に

は，ロナウジーニョ財団の風見聡氏と大石英貴氏を招聘しました．この他に 6 名の補助スタッフによっ

て講師の補助を行いました．体験会は課内活動が終了し校庭に出てきた児童全員にフットサルボールを

渡し，補助スタッフとの自由遊びからはじめ，ある程度の人数が揃ったところで，風見インストラクタ

ーが児童を集めてスタートしました．内容は元サッカーブラジル代表のロナウジーニョからのビデオメ

ッセージからはじまり，ボールを使った体ほぐしを一人で行う運動，インストラクターのまねをする運

動，二人で行う運動，ボールを 2 つ使う運動，足でボールを扱う運動など（一部添付写真参照）を約 40

分程度行いました． 

女川では，16 時 45 分頃には全児童がバス下校となります．教師による下校指導が終了した 16 時 15

分頃から指導者向けの勉強会を行いました．勉強会は 10 名で行いました．5 名ずつ 2 組に分かれてグル

ープでのボール遊びのいくつかを実践しました．動き方の説明と指導のポイントについて質疑応答をし

ながら行われました（報告者も勉強会に加わったため写真がありませんが，アミーボの説明に使用した

資料を添付）． 

この体験会は，被災地域において学外での運動環境が悪化し，日常の運動量低下を学内で補うための

取組に役立てようと企画しました．小学校には女川っ子アクティブクラブという任意団体がボランティ

アで関わっています．アクティブクラブの活動は赤い羽根共同募金「災害ボランティア・ＮＰＯ活動サ

ポート募金」の助成を受けて実施しています．そのスタッフが日常的に教師のサポートをし，昼休みや



放課後にはプレーリーダーとして児童と運動あそびを実践しています．そういった取組の質を向上させ

るために，この体験会が重要な役割を果たしたと思います．大体連の支援金により購入したフットサル

ボールを休み時間に校庭に持ち出し，ボランティアスタッフとボール遊びをしている姿が，この体験会

の成功を物語っていると思います． 

 

 

 

 

 



  


